
海外知的財産プロデューサーはこんな人達です。皆様へのご支援はチームでご対応いたします。

○ 久永 道夫（ひさなが みちお）

・国内製造業で研究開発部門（機械、材料等）約15年、知財＆法務部

（契約、商標、特許、技術流出防止等）約20年の経験

・中国（研究所立ち上げ、契約、模倣品対策、監査等）に約5年半

駐在、日本の大学（契約、商標、特許等）に約2年半出向

○ 柳生 一史（やぎゅう かずふみ）

・国内食品/バイオ製造業の知的財産部門で、出願/権利化、ライセンス

契約、訴訟、模倣品対策、関係会社の知的財産管理等、２０年以上経験

・米国に２年間駐在、ロシア関係会社の知的財産機能立上げにも従事

○ 能川 勝男（のがわ かつお）

・国内機械製造メーカーに38年勤務

・知財に関する出願、契約、模倣対策、技術情報管理等の実務に従事

・中国の現地法人で知財組織の設立、模倣対策等の実務と指揮監督

・また、日本台湾交流協会（台北）にて、台湾にビジネス進出を検討

している日本企業への知財支援実務を経験



大切な「知的財産」を失う前に使える「転ばぬ先のつえ」となりたい、

これが「企業人」感覚を有する海外知的財産プロデューサーの一致した願いです

○ 井上 尚幸（いのうえ なおゆき）

・機械･半導体関連メーカーおよび法律事務所で40年の知財法務経験

・米国･欧州合わせて7年半駐在し、現地法人の立ち上げにも参画

・特許･商標･意匠の出願･権利化、ライセンス交渉および訴訟対応のほ

か、ビジネスに関する種々の国際契約、 M&Aなど幅広く経験

○ 鈴木 崇（すずき たかし）

・電機メーカーの国際事業部門および知財部門で40年弱勤務

・主に海外を中心とする知財の渉外案件に携わり、特許ライセンスに関する

交渉・契約書作成、知財訴訟・和解、・M&A対応など、幅広い実務を経験

・この間、米国のロー・スクール留学、米国子会社の知財担当副社長を経験

○ 松島 重夫（まつしま しげお）

・国内製造業の研究開発部門、知財部門（出願・権利化、契約・商標、渉外、

知財企画、米国及び中国駐在等）並びに技術戦略部門に33年半勤務

・当該企業を定年退職後、公設試知的財産アドバイザーを経て、現職に至る


